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２．出席議員は次のとおりである（１２名）
１番　加　根　佳　基　　　　　　　２番　宮　川　誠　子
３番　北　元　　　豊　　　　　　　４番　稲　田　雅　士
　　　　５番　家　森　建　昭　　　　　　　６番　赤　木　達　男
　　　　７番　小　坂　智　徳　　　　　　　８番　赤　松　良　雄
　　　　９番　寺　尾　孝　治　　　　　　１０番　上　田　　　廣
　　　１１番　中　平　好　昭　　　　　　１２番　辰　田　真　司
３．欠席議員は次のとおりである（０名）
４．説明のため出席した者

　　　管 理 者　藏　田　義　雄　　　　副管理者　小　坂　政　司

　　　副管理者　藤　原　正　孝

５．職務のため出席した者

　　　事務局長　　正　田　秀　夫　　　　総務課長　　惣　郷　公　三

　　　業務１課長　松　本　昌　陽　　　　業務２課長　槙　林　純　夫

　　　業務３課長　藤　本　博　明　　　　業務４課長　有　田　則　長

　　　総務課参事　宇　郷　　　靖　　　　施設整備課課長補佐　角　保　誠　一

　　　総務課主任　岡　崎　　　寛　　　　総務課主任主事　　　田　安　英　男
（午前１０時００分　開会）
○議長（中平好昭議員）

　ただいまの出席議員は、１２名であります。

定足数に達しておりますので、これより平成２２年第１回広島中央環境衛生組合議会定例会を開会いたします。

直ちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。それでは、管理者から招集に当たりあいさつがありますので、これを許します。

○管理者（藏田義雄東広島市長）

みなさま、おはようございます。

平成２２年第１回広島中央環境衛生組合議会定例会の開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。

本日、平成２２年第１回の定例会の開催に当たりまして、議員の皆様におかれましては、大変公私ともお忙しい中、ご出席をいただき、厚く御礼申し上げます。

さて、本日の定例会に提出いたしております議案につきましては、打ち切り決算いたしました竹原広域行政組合の決算認定を含めまして、平成２１年度の一般会計補正予算、平成２２年度一般会計予算等でございます。

これらの案件につきましては、後ほど事務局から提案説明を申し上げます。何とぞ慎重にご審議の上、適切なるご決定を賜りますようお願い申し上げまして、開会のごあいさつとさせていただきます。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
日程第１　議席の指定について
○議長（中平好昭議員）
それではこれより、日程にはいります。
日程第１、議席の指定を行います。

このたび、竹原市から選出されました議員の議席は、現在の名札のとおりの席と指定いたします。

議員名簿を配布しますので、暫時休憩いたします。
午前１０時２分休憩　午前１０時３分再開
　　

日程第２　会議録署名議員の指名について
○議長（中平好昭議員）
再開いたします。
日程第２、会議録署名議員の指名についてを行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第７１条の規定により議長において、
宮川誠子議員、小坂智徳議員を指名します。
日程第３　会期の決定について
○議長（中平好昭議員）
日程第６、会期の決定についてを議題といたします。

お謀りいたします。本定例会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。

ご異議ありませんか。　　　　　

「（なし）との声」
ご異議なしと認めます。よって会期は、本日１日限りと決定いたしました。

日程第４　諸般の報告について
○議長（中平好昭議員）
日程第４、諸般の報告についてを行います。

監査委員から例月出納検査の結果報告がありましたので、その写しを配布しております。

ご覧いただきたいと思います。以上で諸般の報告を終わります。

日程第５　議案第１号　広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体
の数の減少、組合事務所の位置の変更及び組合規約の変更について
○議長（中平好昭議員）
日程第５、議案第１号、広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、組合事務所の位置の変更及び組合規約の変更についてを議題といたします。

提案者の説明を求めます。

○正田事務局長
　議長、事務局長正田。

○議長（中平好昭議員）
　正田事務局長。
○正田事務局長

　おはようございます。

　それでは、協議事項１、広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、組合の事務所の位置の変更及び組合規約の変更についてご説明いたします。

　お配りした提出議案の資料の１ページをお願いいたします。

　議案第１号、広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、組合の事務所の位置の変更及び組合規約の変更についてでございますが、平成２２年４月１日から甲双衛生組合が広島県市町総合事務組合を脱退すること、組合事務所の位置を変更すること、この組合を組織する地方公共団体の数の減少及びこれらに伴う規約の変更に関しまして、当組合に協議がありましたので、議会の議決を求めるものでございます。

　協議内容は、ひとつは甲双衛生組合が平成２２年３月末日をもって解散しますので、広島県市町総合事務組合の構成団体を脱退することとなります。
ふたつめは、広島県市町総合事務組合の事務所の位置を変更することでございます。現在、広島市中区基町１０番３号広島県自治会館に置かれていますが、広島市中区鉄砲町４番１号に変更となるものでございます。
組合規約の変更につきましては、平成２２年４月１日でございます。

　以上でございます、よろしくお願いいたします。
○議長（中平好昭議員）
以上で説明が終わりました。

これより、本案に対する質疑を行います。
質疑はありませんか。　

「（なし）との声」

質疑がないようですから、質疑を終結します。
これより討論にはいります。　

「（なし）との声」

討論なしと認めます。
これで討論を終結します。

これより議案第１号、広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、組合事務所の変更及び組合規約の変更について採決いたします。
本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。

挙手全員であります。
よって、本案は、原案のとおり可決されました。
日程第６　議案第２号　平成２１年度竹原広域行政組合歳入歳出決算認定
について
○議長（中平好昭議員）
日程第６、議案第２号、平成２１年度竹原広域行政組合歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

　提案者の説明を求めます。

○正田事務局長
　議長、事務局長正田。

○議長（中平好昭議員）
　正田事務局長。
○正田事務局長
　議案第２号平成２１年度竹原広域行政組合決算認定について説明いたします。それでは、議案の資料として提出させていただいております「平成２１年度竹原広域行政組合歳入歳出決算書、並びに決算附属資料」４ページ、５ページをお願いします。

まず、この決算は、解散となりました竹原広域行政組合の平成２１年４月から平成２１年９月まで半年間の決算でございます。広島中央環境衛生組合がこの決算認定書を調製いたしましたので、当組合での決算認定をお願いいたします。それでは、５ページの一般会計につきましては、歳入の予算現額１０億９，０２０万６，０００円に対し、決算額は、５億１，２７３万３１３０円となっております。歳出は予算現額１０億９，０２０万６，０００円に対し、決算額は、４億２，９４６万６９４０円で、歳入歳出差引残額、８，３２６万６，１９０円は、全額、当組合に承継されております。
次に８ページ、９ページをお願いいたします。

交通事業特別会計につきましては、フェリー線バス運行事業が経営黒字であったため、歳入歳出とも執行がなかったものでございます。従いまして、この特別会計につきましては、これで説明を終了させていただきます。
なお、詳細につきましては惣郷総務課長が説明いたしますので、よろしくお願いいたします。

○惣郷総務課長

　議長、総務課長惣郷。

○議長（中平好昭議員）

　惣郷総務課長。

○惣郷総務課長

　次に歳出に移りますので、１６ページ、１７ページをお願いします。

１款議会費は、当初予算額１５０万５，０００円に対しまして、支出済額６３万３，５４５円で、全１６人の半年分の議員報酬、臨時会、委員会に係る経費等、議長交際費でございます。

２款総務費は、当初予算額３，８８０万４，０００円に対し、支出済額１，７８１万２，８６４円でございます。１項の総務管理費は、正副管理者の報酬、５名のうち３名分の給与費、その他一般管理事務に要する経費等でございます。

２０、２１ページをお願いします。

２項、監査委員費は、監査委員２名分の報酬や費用弁償でございます。

３款衛生費は、当初予算額７億３１４万７，０００円に対し、支出済額２億３，８３４万７，２９５円でございます。１項清掃費、１目竹原・安芸津可燃ごみ処理費は、当初予算額２億５，３５３万円に対しまして、支出済額が６，９１４万７，５２６円で、職員３名分の給与費、消石灰などの薬剤類や施設の修理部品代、焼却炉加温のための燃料費、電気料、焼却炉耐火物の補修工事が主な支出でございます。

２２、２３ページをお願いいたします。

委託料につきましては、施設の運転管理業務費が支出の９割強を占めております。

次に２目竹原・安芸津不燃ごみ処理費は、当初予算額１億４，０６３万９，０００円に対し、支出済額が５，７９９万３，８７７円でございます。内容は、職員１名分の給与費、２４、２５ページをお願いします。

修繕料、不燃物中間処理委託料、遮光性不織布敷設工事の前払い金、堰堤改修工事費が主な支出となります。

３目大崎上島ごみ処理費は、当初予算額１億９４５万１，０００円に対し、支出済額が４，４６１万１０４円でございます。

内容は、職員３名分の給与費、２６、２７ページをお願いいたします。

石灰などの薬剤類や施設の修理部品代焼却炉加温のための燃料費、電気料、焼却炉減温用空気加熱機補修工事費、焼却炉耐火物の補修工事が主な支出でございます。

２８、２９ページをお願いいたします。

４目大崎上島し尿処理費は、当初予算額５，９３０万８，０００円に対し、支出済額が２，２３７万９，２７０円でございます。

内容は、職員3名分の給与費、薬剤類や施設の修理部品代、し尿残渣焼却のための燃料費、電気料が主な支出でございます。委託料につきましては、活性炭再生委託などでございます。

３０、３１ページをお願いいたします。

５目竹原し尿処理費は、当初予算額７，８９７万２，０００円に対しまして、支出済額が２，４７８万９，９４０円で、内容は、凝集剤等の薬剤類、電気料が主な支出でございます。委託料につきましては、運転管理業務と活性炭再生委託料などでございます。

６目安芸津し尿処理費は、当初予算額６，１２４万７，０００円に対し、支出済額が１，９４２万６，５７８円でございます。

凝集剤等の薬剤類、燃料費、電気料が主な支出でございます。委託料につきましては、運転管理業務委託料などでございます。

４款は、従前消防費の科目でした。

３２、３３ページをお願いいたします。

５款公債費は、当初予算額３億４，５７５万円に対し、支出済額が１億７，２６７万３，２３６円で、内訳といたしましては、1項元金は、当初予算額３億３，０４８万円に対しまして、支出済額が１億６，４２６万１，４３８円でございます。２項利子は、当初予算額１，５２７万円に対し、支出済額は、８４１万１，７９８円でございます。

６款予備費は、充用がございませんでした。

以上、歳出総額につきましては、当初予算額が１０億９，０２０万６，０００円に対し、支出済額４億２，９４６万６，９４０円でございます。

次に、実質収支に関する調書として、３９ページをお願いいたします。

一般会計の実質収支に関する調書を掲載しておりますが、歳入歳出差引額８，３２６万６，０００円がそのまま実質収支額となるものでございます。

４０ページをお願いいたします。

交通事業特別会計の実質収支に関する調書は、歳入歳出とも執行がございませんでした。

次に、財産に関する調書として、４１ページをお願いいたします。

１に公有財産、土地・建物を整理しておりますが、決算期間中に、消防事務に関する土地・建物がそれぞれ竹原市と東広島市に譲渡されたことから、土地は１０万７，９５６㎡、建物が８，３４２㎡となっております。

４２ページをお願いいたします。車両についてございますが、先と同じ理由で消防関係車両２７台が減少し、決算年度末現在高は１０台となっております。

４３ページ以降、参考資料として、決算額の推移、地方債現在高の状況、主要な施策の成果に関する調書、ごみ・し尿処理状況を整理しているところでございます。

続きまして別冊の竹原広域行政組合歳入歳出決算審査意見書をお願いいたします。

この意見書の４ページをお願いいたします。

（６）終わりにということになりますが、財産については、ア、適切な管理をされるとともに、引き継がれた事務についても、より適正な執行に努められたい。イ、一般廃棄物処理施設の運営管理にあたり、施設修繕契約や委託契約、工事請負契約など契約事務については、法令等を遵守されるとともに、綿密な計画に基づき適正な執行に努められたい。というご意見を監査委員からいただいているところでございます。

　以上が平成２１年度竹原広域行政組合歳入歳出決算認定についての説明でございます。
○議長（中平好昭議員）
以上で説明が終わりました。

これより、本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。　

「（なし）との声」

質疑がないようですから、質疑を終結します。
これより討論にはいります。　

「（なし）との声」

討論なしと認めます。
これで討論を終結します。

これより、議案第２号、平成２１年度竹原広域行政組合歳入歳出決算認定について採決いたします。
本案は、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。
挙手全員であります。
よって、本案は、原案のとおり認定されました。
日程第７　議案第３号　平成２１年度広島中央環境衛生組合一般会計補
正予算（第１号）について
○議長（中平好昭議員）
日程第７、議案第３号、平成２１年度広島中央環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。

　提案者の説明を求めます。

○正田事務局長
　議長、事務局長正田。

○議長（中平好昭議員）
　正田事務局長。

○正田事務局長

　それでは、議案第３号、平成２１年度広島中央環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）について、補正の全体額並びに歳入のうち一般財源としての負担金と歳出予算の所管の部分を説明させていただきます。なお、歳入のうち特定財源につきましては、歳出予算と合わせて説明いたしますので、よろしくお願いいたします。

補正予算書の１ページをお願いいたします。

今回の補正につきまして、歳出におきましては維持費の調整、あるいは各廃棄物処理施設の維持管理費調整におきまして、予算を補正しております。歳入は使用料や竹原広域行政組合剰余金を精査したことによる調整で、歳出は人事院勧告対応や人員配置に基づく給与費調整とか業務執行額の確定見込みによる調整が主な内容でございます。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，８７４万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１９億３，０２７万８，０００円とするもので、第１条から第２条までを定めております。　　

それでは、補正予算の詳細につきましては、予算に関する説明書の２ページ、３ページをお願いいたします。

１目議会費負担金につきましては、補正前の額５９万８，０００円から２６万９，０００円を減額し、補正後の額を３２万９，０００円とするものでございます。

２目総務費負担金につきましては、補正前の額３，６７８万５，０００円から３２４万２，０００円を減額し、補正後の額を３，３５４万３，０００円とするものでございます。

３目環境衛生費負担金につきましては、補正前の額１０億２，１３８万円から５，６５７万円を減額し、補正後の額を９億６，４８１万円とするもので、内訳といたしましては、１節賀茂環境衛生センター費から９節施設整備費までそれぞれ減額するものでございます。

４目公債費負担金につきましては、２０万５千円を減額しております。

１款分担金及び負担金の計は、補正前の額１７億１，８８５万７，０００円から６，０２８万６，０００円を減額し、補正後の額を、１６億５，８５７万１，０００円とするものでございます。

次に６、７ページをお願いいたします。

２款使用料及び手数料につきましては、１目衛生使用料として、補正前の額９，９３７万７，０００円から１９１万６，０００円を減額し、補正後の額を９，７４６万１，０００円とするものでございます。

３款諸収入につきましては、１目雑入として、補正前の額１億１，２４８万５，０００円に９４１万７，０００円を追加し、補正後の額を１億２，１９０万２，０００円とするものでございます。

４款組合債につきましては、１目衛生債として、補正前の額５，８３０万円から９５０万円を減額し、補正後の額を４，８８０万円とするものでございます。

５款財産収入につきましては、1目物品売払収入として、補正前の額０円に３５４万３，０００円を追加し、補正後の額を３５４万３，０００円とするものでございます。
以上で、補正予算の概要説明を終わります。詳細の説明につきましては、各担当課長の説明がありますので、よろしくお願いします。

○惣郷総務課長

　議長、総務課長惣郷。

○議長（中平好昭議員）
　惣郷総務課長。
○惣郷総務課長

　予算説明書の８，９ページをお願いいたします。

　１款議会費１項議会費１目議会費につきましては、歳入といたしまして、竹原広域行政組合の決算剰余金を１２万１，０００円増額調整し、歳出は、議会開催の確定見込みによる減額調整の結果、補正前の額５９万８，０００円から１４万８，０００円を減額し、４５万円とするものでございます。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費につきましては、歳入といたしまして、竹原広域行政組合の決算剰余金を２０６万７，０００円増額調整し、歳出は、人事院勧告対応による職員給与費の減額調整と派遣職員（４人）の給与費の確定見込みによる減額調整、その他事務費等の執行見込みによる減額調整で、補正前の額３，６７０万８，０００円から１１２万５，０００円を減額し、３，５５８万３，０００円とするものでございます。

２款総務費２項監査委員費１目監査委員費につきましては、歳入といたしまして、竹原広域行政組合の決算剰余金を２，０００円増額調整し、歳出は、監査実施回数の確定見込みによる減額調整で、補正前の額１０万６，０００円から４万８，０００円を減額し、５万８，０００円とするものでございます。

ここで、説明員を交代させていただきます。
○松本業務１課長

　議長、業務１課長松本。

○議長（中平好昭議員）
　松本業務１課長

○松本業務１課長

　それでは１０、１１ページをお願いいたします。
　３款衛生費１項清掃費１目賀茂環境衛生センター費についてご説明いたします。

　賀茂環境衛生センター費は、可燃ごみ施設一環事業、し尿処理施設一環事業、廃棄物処理施設周辺地域振興事業の三つの事業があり、それぞれ減額をお願いするものであります。歳入につきましては、廃棄物施設使用料が１０４万９，０００円の減額であり、多目的広場施設使用料が２万４，０００円の増額でございます。
節の主なものについてご説明いたします。１１節需用費につきまして、燃料費、光熱費、修繕料について、最終見込み額確定による減額でございます。１９節負担金、補助及び交付金でございますが、派遣職員の全職員給与費の減額、支給計算表の切り替えに伴うものでございます。
以上で説明を終わります。説明員を交代いたします。

○槇林業務２課長
　議長、業務２課長槇林。

○議長（中平好昭議員）
　槇林業務２課長。

○槇林業務２課長
　説明書の１０、１１ページをお願いいたします。３款１項２目賀茂環境センター費について説明いたします。
賀茂環境センター費ですが、５０６万６，０００円の減額をお願いするものでございます。１１節の説明欄ですが、賀茂環境センターは特定財源につきまして、有価物売却代、光熱水費立替収入、財産収入がそれぞれ増額となっております。そのうち有価物売却代はセンターで処理しましたペット・アルミ等の単価が増額となっているもので、光熱水費立替収入は自動販売機の立替収入でございます。
また、財産収入には、最終処分場工区内に埋立作業を行なっておりましたブルドーザー、パワーショベルが不用となったため、売り払ったものでございます。
次に、役務費につきましては、東広島市からの資源ごみ不燃ごみを処理実績に伴うもの及び職員手当等の執行見込みによるものでございます。
次に、不燃ごみ、最終処分場、ペットボトル等処理施設維持管理費用につきましては、整備機械の代替の契約、計器類の電気整備がなく、薬剤費の不足分となっております。また、リサイクルプラは、搬出料、執行見込による委託料の減額が主な補正でございます。
以上で説明を終わります。説明員を交代します。

○松本業務１課長

　議長、業務１課長松本。

○議長（中平好昭議員）
　松本業務１課長

○松本業務１課長

　それでは１２、１３ページをお願いいたします。

　３款１項３目安芸津クリーンセンター費につきましてご説明いたします。

安芸津クリーンセンター費はし尿処理施設維持管理事業の費用でありまして、減額をお願いするものであります。この事業の債務、確定債務につきましては、竹原広域行政組合剰余金１１０万７，０００円を見越しております。歳出につきましては、内容といたしまして１１節需用費で消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費の最終見込確定額による減額でございます。
以上で、説明を終わります。説明員を交代します。

○藤本業務３課長
　議長、業務３課長藤本。

○議長（中平好昭議員）
　藤本業務３課長。

○藤本業務３課長
　それでは、引き続き１２、１３ページをお願いいたします。

　３款１項４目竹原安芸津環境センター費についてご説明いたします。
　歳入でございますが、特定財源内訳のごみ処理施設整備事業債他２つの合計といたしまして、１０７０万５，０００円の減額をお願いするものでございます。歳出、職員給与、事業算定におきまして、１０月１日に職員が異動したことに伴い、職員給与等１６０万円の増額をお願いするものでございます。その他、それぞれの諸費について、業務委託に伴い金額の調整を行いまして、最終見込額確定後、調整を図るものでございます。最終補正調整額７７６万３，０００円の減額をお願いするものでございます。

　次に、３款１項５目竹原安芸津最終処分場費についてでございますが、歳入といたしまして、特定財源内訳、有価物売却代他を金額の調整を行いまして、１，２８４万３，０００円の減額をお願いするものでございます。歳出でございますが、それぞれの諸費について業務委託に伴い金額の調整を行いまして、最終見込額確定後、調整を図るものでございます。最終補正調整額１，５０６万７千円の減額をお願いするものでございます。
　１４、１５ページをお願いします。

　３款１項６目竹原クリーンセンター費についてご説明いたします。
歳入でございますが、特定財源内訳、竹原広域行政組合剰余金１４７万５，０００円の増額をお願いするものでございます。歳出につきまして、それぞれの諸費について、業務委託に伴い金額の調整を行いまして、最終見込額確定後、調整を図るものでございます。最終補正調整額５０２万４千円の減額をお願いするものでございます。
　以上で説明を終わります。説明員を交代します。

○有田業務４課長

　議長、業務４課長有田。

○議長（中平好昭議員）

　有田業務４課長。
○有田業務４課長

　それでは、同じく１４、１５ページをお願いいたします。

　３款１項７目大崎上島環境センター費についてご説明をいたします。

　歳入でございますが、１５ページ説明欄の特定財源内訳、竹原広域行政組合余剰金９１万２，０００円の増額でございます。その他、上島環境センター費でございますが、１１３万７，０００円の減額補正をお願いするものでございます。主なものとしまして、１１節需用費５１万４，０００円の件は、施設の維持管理に使用する薬剤、消耗品費が主なものでございます。１３節委託料５４万４，０００円の件は、保守点検料が主なものでございます。
　３款１項８目大崎上島クリーンセンター費についてご説明をいたします。

　歳入といたしまして、１５ページ説明欄の特定財源内訳、竹原広域行政組合余剰金１２万８，０００円の増額でございます。大崎上島クリーンセンター費でございますが、８４万７，０００円の減額補正をお願いするものでございます。主なものといたしまして、１１節需用費４４万８，０００円の件は、電気料などの光熱水費が主なものでございます。
  １６、１７ページをお願いいたします。

　１５節工事請負費１９万５，０００円、浄化槽汚泥等の受入槽の防蝕塗装工事の入札の件でございます。

　以上で説明を終わります。説明員を交代します。

○角保施設整備課長補佐
　議長、施設整備課長補佐角保。

○議長（中平好昭議員）

　角保施設整備課長補佐。

○角保施設整備課長補佐
　それでは、同じく１６、１７ページをお願いいたします。

　３款１項９目施設整備費についてご説明をいたします。

　施設整備費といたしましては、６２万８，０００円の減額補正をお願いするものであります。内容といたしましては、派遣職員の給与費の減額で、人事管理に伴う調整上のものでございます。
　以上で説明を終わります。説明員を交代いたします。

○惣郷総務課長

　議長、総務課長惣郷。

○議長（中平好昭議員）
　惣郷総務課長。

○惣郷総務課長

１６、１７ページをお願いいたします。

　４款公債費１項公債費１目元金につきましては、竹原広域行政組合の決算剰余金を竹原広域行政組合の決算剰余金２０万５，０００円を調整した財源更正でございます。

　１８、１９ページをお願いいたします。

　このページに、特別職及び一般職の給与費明細書、２０ページに、地方債の前前年度末及び前年度末における現在高並びに当該年度末における現在高の見込みに関する調書を掲げておりますが、説明につきましては省略させていただきます。

説明は、以上でございます。

○議長（中平好昭議員）
以上で説明が終わりました。

これより、本案に対する質疑を行います。
質疑はありませんか。　

「（なし）との声」

質疑がないようですから、質疑を終結します。
これより討論にはいります。　

「（なし）との声」

討論なしと認めます。これで討論を終結します。

これより、議案第３号、平成２１年度広島中央環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）について採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。　
挙手全員であります。よって、本案は、原案のとおり可決されました。

日程第８　議案第４号　平成２２年度広島中央環境衛生組合一般会計予

算について
○議長（中平好昭議員）日程第８、議案第４号、平成２２年度広島中央環境衛生組合一般会計予算についてを議題といたします。

　　提案者の説明を求めます。
○正田事務局長
　議長、事務局長正田。

○議長（中平好昭議員）
　正田事務局長。

○正田事務局長

　それでは、ただ今報告を求められました、議案第４号、平成２２年度広島中央環境衛生組合一般会計予算についてご説明いたします。

　それではお手元に配布しております、平成２２年度広島中央環境衛生組合予算書１ページをお願いいたします。

　第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３３億１，３４５万円と定めます。第２条は、債務負担行為でございますが、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為によることとしております。第３条は、地方債でございますが、起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表地方債によることとしております。第４条、一時借入金は、借入の最高額は、１，０００万円としております。

　それでは、２、３ページをお願いいたします。

　第１表歳入歳出予算ですが、歳入といたしまして、１款分担金及び負担金は３０億１０１４万７，０００円としております。これは、組合に必要な費用といたしまして、東広島市、竹原市、大崎上島町にご負担していただくものでございます。２款使用料及び手数料は、１億７，１５６万４，０００円でございます。これは、一般廃棄物処理、管理及び廃棄の施設使用料でございます。３款繰越金は、１，０００円でございます。４款諸収入は、４８２３万８，０００円でございます。主なものは、一般廃棄物処理施設を管理するための預金利子、有価物を売却するための利子でございます。５款組合債は、８，３５０万円としております。一般廃棄物処理施設の経費にかかる地方債でございます。歳入総額は、３３億１，３４５万円でございます。

　次に歳出でございますが、１款議会費は、１５２万９，０００円でございます。これは議員報酬ほか議会運営に係る経費でございます。２款総務費は、６，１６９万１，０００円でございます。組合総務に関する人件費、全議員、監査委員のための費用でございます。３款衛生費は、１９億６，３７５万５，０００円でございます。主なものは、一般廃棄物処理施設の維持、管理に使用するものでございます。４款公債費は、１２億８，５４７万５，０００円でございます。これは、一般廃棄物処理施設の運営において竹原広域行政組合におきまして管理された地方債の償還費用でございます。５款予備費には、１００万円となっております。歳出総額は、３３億１，３４５万円でございます。
　次に、第２表債務負担行為でございますが、４つの事項をお願いいたしております。主なものは、庁用借料、行政財産等維持管理、廃棄物処理施設等運転管理、これは、廃棄物処理施設の運転切替えによる施設の運転管理を委託するもので、４番目は、ごみ処理施設機械整備工事ですが、これは、竹原安芸津環境センターの機械整備についてでございます。
　次に４ページ、第３表地方債でございますが、起債の目的はごみ処理施設整備事業で、先ほどありました竹原安芸津環境センターの機械整備事業で、限度額が８，３５０万円でございます。

　以上で説明を終わります。詳細は、各担当課長からの説明がございます。
○惣郷総務課長

　議長、総務課長惣郷。

○議長（中平好昭議員）
　惣郷総務課長。

○惣郷総務課長

　それでは、うぐいす色の予算に関する説明書をお願いいたします。８、９ページをお願いいたします。

まず、最初に申し上げますが、予算に関する説明書に関しまして、前年度の金額につきましては広島中央環境衛生組合の平成２１年度当初予算、すなわち概ね半年分余りの予算を計上していることから、比較増減が余り参考とならないと判断しておりますので、今後の説明では、前年度との比較を省略させていただきます。
１款議会費１項議会費１目議会費につきましては、１５２万９，０００円を計上しておりますが、内容といたしましては、議員１２人の報酬及び定例会、臨時議会及び全員協議会開催にかかる経費、一般廃棄物処理施設先進地の視察にかかる費用弁償等を計上しております。

続きまして、１０、１１ページをお願いいたします。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費につきましては、歳入といたしまして、存目としての特定財源を措置し、歳出は、組合職員２名及び派遣職員４人、合計６人の給与費５，５３４万８，０００円が主なもので、その他の事務費等を６０８万２，０００円計上しております。

続きまして、１２、１３ページをお願いいたします。

２款総務費２項監査委員費１目監査委員費につきましては、監査委員２名分の報酬及び費用弁償が主な内容で、若干の事務費等を計上しております。

ここで説明員を交代します。

○松本業務１課長

　議長、業務１課長松本。

○議長（中平好昭議員）
　松本業務１課長。
○松本業務１課長

　それでは、１４、１５ページをお願いいたします。

　３款１項賀茂環境衛生センター費についてご説明させていただきます。賀茂環境衛生センター費には、可燃ごみ処理施設維持管理事業、し尿処理施設維持管理事業、廃棄物処理施設周辺地域振興事業がございまして、予算額８億１，５９３万円でございます。可燃ごみ処理施設維持管理事業は、東広島市のうち安芸津町を除いた地域から搬入されてくる可燃ごみの焼却処分及び、施設周辺地域の公害監視委員会による振興が目的でございます。し尿処理施設維持管理事業は、東広島市のうち安芸津町を除いた地域から搬入されてくるし尿処理、浄化槽運営込みの事業でございます。廃棄物処理施設周辺地域振興事業は、賀茂環境衛生センターの地域振興にして周辺開発事業への意識と、賀茂環境衛生センター多目的広場施設の維持管理における事業にございます。
それでは、施設についてご説明いたします。１１節需用費は、施設の維持管理に必要な消耗品費、薬剤費、燃料費、電気、水道料等の光熱水費、施設の補修整備等の修繕料が主なものでございます。１２節役務費は、多目的広場浄化槽法定検査手数料、トラックスケール法定検査手数料、公用車任意保険手数料、建物共済拠出金等でございます。１３節委託料は、賀茂環境衛生センター多目的広場の施設管理費用、同所施設の運転管理費用、最終処分場への焼却灰運搬費用、し尿処理施設の運転管理費用、各施設の保守点検業務委託料等でございます。１４節使用料及び手数料は、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）が主なものでございます。１９節負担金、補助及び交付金は、安芸津町大田白坂地区簡易水道整備負担金、上三永３区対策委員会補助金等が主なものでございます。２７節公課費は、公用自動車重量税の他、廃棄物処理施設にかかる汚染負荷量賦課金でございます。

説明は以上でございますが、東広島市から賀茂環境衛生センターへ派遣された職員４人について組合が支給する人件費、職員手当等と東広島市が支給する負担金を、１９節負担金、補助及び交付金から除く合計で、３，４９４万５，０００円でございます。
なお、この事業に対しましては、説明欄の特定財源、廃棄物処理施設等使用料１億４，３７１万３，０００円、多目的広場施設使用料１１５万２，０００円、光熱水費立替収入を１０万３，０００円を予定しております。

以上で説明を終わります。説明員を交代します。

○槇林業務２課長

　議長、業務２課長槇林。

○議長（中平好昭議員）
　槇林業務２課長。

○槇林業務２課長

　それでは、１４，１５ページをお願いいたします。
　３款１項賀茂環境センター費ですが、予算額は３億７，４２２万７，０００円でございます。１５ページの説明欄ですが、賀茂環境センター費は特定財源内訳として、自動販売機の敷地使用料であります、廃棄物処理施設等使用料、自動販売機使用料にかかる光熱水費立替収入、また、センターで処理いたしました鉄及びペットボトル等の有価物売却代の３，８０４万３，０００円です。

　次に、賀茂環境センター費には、職員給与費のほか、不燃ごみ処理施設、最終処分場、ペットボトル等処理施設の３つ施設の維持管理事業がございます。そのうち、職員給与につきましては、東広島市から賀茂環境センターに派遣されている職員人件費のはじめ、組合が支払う職員手当等及び災害共済費、また東広島市が支払う１９節負担金補助及び交付金でございます。
　次に、不燃ごみ処理施設維持管理費用ですが、この事業では不燃性粗大ごみ、不燃ごみ、有害ごみの中間処理を行うもので、最終処分場に関する維持管理事業では、埋立ごみ、不燃残渣や焼却灰の埋立処分及び浸出水の処理を行うもので、また、ペットボトル等処理施設維持管理事業は、プラ、ペットボトル等のリサイクルを行うための中間処理を行うものでございます。

　続きまして、１５ページの区分の欄に参りますが、１１節需用費は、処理施設の維持管理にかかる維持費や薬剤等の消耗品費、電気水道等の光熱水費、家屋等の小修繕に対応するための修繕料が主なものでございます。
　続きまして、委託料は、粗大ごみ処理施設、最終処分場、浸出水処理施設、ペットボトル等処理施設にかかる運転管理費用、また、１４節使用料及び賃借料は、公害防止にかかる水質検査業務等が主なものでございます。
　以上で説明を終わります。説明員を交代します。

○松本業務１課長

　議長、業務１課長松本。

○議長（中平好昭議員）
　松本業務１課長。

○松本業務１課長

　それでは、１６、１７ページをお願いします。

　３款１項３目安芸津クリーンセンター費についてご説明いたします。安芸津クリーンセンター費でございますが、７，０４４万５，０００円でございます。安芸津クリーンセンター費は、し尿処理施設維持管理費用のみとなります。この事業は、安芸津地区から搬入されるし尿、浄化槽汚泥を処理するものでございます。
　それでは、施設費用の主なものを説明させていただきます。１１節需用費は、し尿の処理に必要な薬剤費、燃料費、電気や水道代等の光熱水費、施設設備の補給整備等に必要な修繕料が主なものでございます。１３節委託料は、し尿処理施設の運転管理業務、大気水質分析検査業務、貯留槽清掃業務が主なものでございます。１９節負担金、補助及び交付金は、事務所の貸付を主なものとしております。なお、この特定財源内訳としましては、廃棄物処理施設使用料１１０万４，０００円を計上しております。
　以上で、説明を終わります。説明員を交代します。

○藤本業務３課長
　議長、業務３課長藤本。

○議長（中平好昭議員）
　藤本業務３課長。

○藤本業務３課長
　それでは引き続き１６、１７ページをお願いいたします。
　３款１項４目竹原安芸津環境センター費についてご説明いたします。竹原安芸津環境センター費でございますが、２億７，８０１万２，０００円でございます。この事業は、竹原市及び東広島市安芸津町から搬入される可燃ごみの焼却処分する事業でございます。

　それでは、支出の主なものを説明させていただきます。給与、職員手当等につきましては、２，２４７万円を計上いたしております。１１節需用費は、可燃ごみ処理に必要な薬剤費、電気、水道料等の光熱水費、施設設備の補給整備等の修繕料が主なものでございます。１３節委託料は、施設の運転管理費用等で、運転管理にかかる業務委託が主なものでございます。
　１８、１９ページをお願いいたします。１５節工事請負費は、ごみ処理施設最低処理能力を維持するものでございます。なお、この事業にいたしましては、ごみ処理施設整備事業内の８，３５０万円他を流用しております。
　次に、３款１項５目竹原安芸津最終処分場費についてご説明いたします。竹原安芸津最終処分場費でございますが、１億２，１５６万３，０００円でございます。この事業は、竹原市及び東広島市安芸津町から搬入される資源ごみ、不燃ごみの処理等にかかる費用でございます。
　それでは、説明欄の内容に沿ってご説明いたします。給料、職員手当等につきましては、上程の通りとしております。１１節需用費は、施設整備に必要な薬剤費、電気、水道等に必要な光熱水費及び修繕料が主なものでございます。１３節委託料は、不燃ごみ処理施設及び最終処分場の維持管理が主なものでございます。１５節工事請負費は、上程通りでございます。なお、特定財源内訳に関しましては、説明欄にあります有価物売却代、７７３万４，０００円他を計上しております。

２０，２１ページでございます。次に、３款１項６目竹原クリーンセンター費についてご説明いたします。竹原クリーンセンター費でございますが、７，５６５万３，０００円でございます。この事業は、竹原市から搬入されるし尿、浄化槽汚泥を処理する事業でございます。
それでは、説明欄の内容に沿ってご説明いたします。１１節需用費は、し尿処理施設に必要な薬剤費、水道代等の光熱水費及び修繕料が主なものでございます。１３節委託料は、施設の運転管理費用等に係る業務委託費用が主なものでございます。なお、この事業の特定財源内訳は、説明欄にあります廃棄物処理施設使用料２７３万６，０００円を見越しております。

以上で説明を終わります。説明員を交代します。

○有田業務４課長

　議長、業務４課長有田。

○議長（中平好昭議員）

　有田業務４課長。

○有田業務４課長

　それでは、同じく２０、２１ページをお願いいたします。３款１項７目大崎上島環境センター費についてご説明いたします。大崎上島環境センター費でございますが、予算額１１０６３万６，０００円でございます。大崎上島環境センターでは、大崎上島町から搬入される可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等の処理に関する費用でございます。

　それでは、主なものについてご説明いたします。給料、職員手当、共済費につきましては、職員３名分を計上いたしております。１１節需用費４，１０６万５，０００円は、可燃ごみ処理に必要な薬剤費、電気、水道料等の光熱水費、燃料費、施設の整備補修等の修繕料が主なものでございます。１３節委託料４，３７２万７，０００円は、可燃ごみ処理の運転管理費用にかかわらず、業務委託等が主なものでございます。なお、大崎上島環境センター費につきましては、２１ページの説明欄の特定財源内訳といたしまして、廃棄物処理施設等使用料２０３万円、有価物売却代２２６万８，０００円を計上いたしております。
　続きまして、２２、２３ページをお願いいたします。３款１項８目大崎上島クリーンセンター費についてご説明いたします。大崎上島クリーンセンター費でございますが、予算額６，７４５万４，０００円でございます。大崎上島クリーンセンター費では、大崎上島町から搬入されるし尿、浄化槽汚泥の処理に要する費用でございます。

　それでは、主なものにつきましてご説明いたします。給料、職員手当、共済費につきましては、職員３名分を計上しております。１１節需用費２，４６９万３，０００円は、し尿及び浄化槽汚泥処理に必要な薬剤費、電気水道料などの光熱水費、燃料費、施設の整備補修等の修繕料が主なものでございます。１３節委託料１，２３２万５，０００円は、大崎上島クリーンセンターを管理してもらう水質の検査及び施設の整備点検業務の委託料等が主なものでございます。１５節工事請負費は、貯留槽防蝕塗装工事５４６万円でございます。なお、大崎上島クリーンセンター費につきましては、２３ページ説明欄のとおり特定財源内訳として廃棄物処理施設等使用料１７９万９，０００円を計上しております。
　以上で説明を終わります。説明員を交代します。

○角保施設整備課長補佐
　議長、施設整備課長補佐角保。

○議長（中平好昭議員）

　角保施設整備課長補佐。

○角保施設整備課長補佐
　３款１項９目施設整備費についてご説明いたします。施設整備費といたしましては、予算額４，９８３万５，０００円を計上しております。主な内容といたしましては、説明欄に記載しております職員給与が３，４２１万３，０００円で、その内訳は３節職員手当等１７３万５，０００円と19節負担金、補助及び交付金３，２７０万６，０００円で、派遣職員等の手当でございます。廃棄物処理施設整備事業の施設整備の総括事務に要する経費につきまして、１，５６２万２，０００円を計上しております。その内訳といたしましては、９節旅費の１３６万２，０００円で、新施設整備にあたっての他団体への調査にかかる費用と１３節委託料の１，３３３万４，０００円で、一般廃棄物処理施設基本計画業務にかかる費用でございます。本計画の内容は、新施設整備に係る施設規模、処理方式等の基本仕様を明確にし、建設用地の選定等に必要な事業計画を策定するものでございます。
　以上で説明を終わります。説明員を交代します。
○惣郷総務課長

　議長、総務課長惣郷。

○議長（中平好昭議員）
　惣郷総務課長。

○惣郷総務課長
２６、２７ページをお願いいたします。４款公債費１項公債費１目元金につきましては、１１億８，６６６万８，０００円を同じく２目利子につきましては、長期借入金利子を９，８６４万２，０００円、一時借入金利子を１６万５，０００円とし、公債費総額で１２億８，５４７万５，０００円とするものです。

２８、２９ページをお願いいたします。５款予備費として、１００万円を計上しております。

３０ページ以降をお願いいたします。ここに、給与費明細書、債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての全年度末までの支出額又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書、地方債の前前年度末及び前年度末における現在高並びに当該年度末における現在高の見込みに関する調書を掲げております。

説明は、以上でございます。
○議長（中平好昭議員）以上で説明が終わりました。

これより、本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。　

「（なし）との声」

質疑がないようですから、質疑を終結します。これより討論にはいります。　

「（なし）との声」

討論なしと認めます。これで討論を終結します。

これより、議案第４号、平成２２年度広島中央環境衛生組合一般会計予算について採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。　
挙手全員であります。よって、本案は、原案のとおり可決されました。
以上をもちまして、本定例会に付議された案件の審議は、全て終了いたしました。
よって、これにて閉会したいと思います。閉会に当たり管理者からあいさつがありますので、これを許します。
○管理者（藏田義雄東広島市長）
本日、平成２２年第１回広島中央環境衛生組合議会定例会の閉会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。

議員各位におかれましては、平成２２年度一般会計予算を初め、提案いたしました議案につきまして、慎重なご審議の上、ご決定をいただき、衷心より厚く御礼申し上げます。

また、議員各位には、当組合の事業の推進にあたり、ご尽力とご協力を賜りましたことに対し、深く敬意を表し、あらためてお礼を申し上げる次第であります。

ただいま、ご決定をいただきました、平成２２年度予算の執行に当たっては、新たな決意をもって、効果的な事業推進に全力を傾注してまいりたいと考えております。

なお、平成２２年度は、新施設の整備に係る処理方式及び建設用地の選定に必要な事業計画を策定予定でございますので、組合運営のあり方も含め、議員のみなさま方には、今後とも、格段のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げまして、閉会に当たってのごあいさつとさせていただきます。

本日はどうもご苦労さまでした。
○議長（中平好昭議員）
本日は、議員各位のご協力をいただき、会議を終了することができました。

これをもちまして、平成２２年第１回広島中央環境衛生組合議会定例会を閉会いたします。

ありがとうございました。

（午前１１時０２分　閉会）

上記会議次第は、事務局長の記載したものであるが、その内容が正確であることを証するためにここに署名します。
　　　　　　　　　　　　　　広島中央環境衛生組合議会

　　　　　　　　　　　　　　議長                        中  平  好  昭
　

　　　　　　　　　　　　　　会 議 録 署 名 議 員        宮  川  誠  子
会 議 録 署 名 議 員        小  坂  智  徳
